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令和６年度 数学科 第１学年 年間指導計画・評価計画 

＜１＞ 教科の目標 

  数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成することも目指す。 
 

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

１． 正の数と負の数、文字を用いた式と一元一次方程式、平面図形と空間図形、比例や反比例、データの分布

と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉えたり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

２． 数の範囲を拡張し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いて数量の関係や法則などを考察した

りする力、図形の構成要素や構成の仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力、

数量の変化や対応に着目して関数関係を見だし、その特徴を表、式、グラフなどで考察する力、データの

分布に着目し、その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて

考察したりする力を養う。 

３． 数学的活動の楽しさや数学の良さに気付きて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問

題解決の過程を振り返って検討しようとする態度、多面的に捉え考えようとする態度を養う。 
 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 
  

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

① 生徒の言語活動を充実させる指導。 

② 体験的な学習や問題解決的な学習。 

③ 学習の見通しを立てたりする学習。学習を振り返ったりする学習。 

④ 個に応じた指導の充実。→ 習熟度の程度に応じた指導、繰り返し指導 

生徒の興味・関心に応じた課題学習 

ＩＣＴを活用した学習、補充的な学習、発展的な学習 

知識・技能 ・数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解している。 

・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身

に付ける。 

思考・判断・表現 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし総合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現 

する力を身に付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとしたり、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりしている。 

観点別 

評価基準 

Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 

 

評定 

 

 

５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの（９０％以上） 

４ 十分満足できる状況である。（８０％以上９０％未満） 

３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上８０％未満） 

２ 努力を要する状況である。（２０％以上５０％未満） 

１ 一層努力を要する（２０％未満） 
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0章 算数から数学へ  （3時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然数，素数，素因数分解の意味を

理解している。 

・素因数分解の一意性を理解し，自然

数を素因数分解することができ

る。 

・自然数をいくつかの数の積で表す

ことにより，整数の性質を見いだ

し表現することができる。 

・自然数をいくつかの数の積で表す

ことにより，整数の性質を見いだ

そうとしている。 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

整
数
の
性
質 

九九表のき

まりを見つ

けよう  

３ 

九九表の数の

並びから，い

ろいろなきま

り を 見 い だ

し，説明する

こ と が で き

る。 

・九九表の数の並び

から，いろいろなき

まりを見いだし，説

明する。 

・九九表を縦２ます

横２ますの正方形

で囲むと，斜めの数

どうしの積が等し

くなることを確か

める。 

 〇九九表の数の

並びから，いろ

いろなきまり

を見いだし，説

明することが

できる。 

〇自然数を

いくつか

の数の積

で表すこ

とにより，

整数の性

質を見い

だそうと

している。 

整数の性質 

 

自然数をいく

つかの数の積

で表すことの

よさや素因数

分解の意味を

理解する。 

・九九表を縦２ます，

横２ますの正方形

で囲むと，斜めの数

どうしの積が等し

くなる理由を説明

する。 

・自然数をいくつか

の数の積で表した

数から，もとの数の

約数や，もとの数が

どんな数の倍数で

あるかをいう。 

・素因数分解の意味

を知る。 

〇自然数をいく

つかの数の積

で表すと，もと

の数の約数や，

もとの数がど

んな数の倍数

であるかがわ

かることを理

解している。 

〇素因数分解の

意味を理解し

ている。 

〇九九表を縦２

ます，横２ます

の正方形で囲

むと，斜めの数

どうしの積が

等しくなる理

由を考え，説明

することがで

きる。 

 

素因数分解の

一意性を理解

し，自然数を

素因数分解す

ることができ

る。 

・素因数分解の方法

を考え，どんな順序

で行っても同じ結

果になることを知

る。 

・九九表の数を素因

数分解し，どんな数

の積で表されるか

を調べる。 

〇素因数分解の

一意性を理解

し，自然数を素

因数分解する

ことができる。 

〇九九表の数を

素因数分解し

た結果から，九

九表の数が 1

と素数の 2，3，

5，7の積だけで

つくられてい

ることを見い

だし，説明する

ことができる。 
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 1章 正負の数 （２５時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正負の数の必要性と意味を具体的

な場面と結び付けて理解してい

る。 

・正負の数の大小関係や絶対値の意

味を理解している。 

・正負の数の四則計算をすることが

できる。 

・具体的な場面で正負の数を用いて

表したり処理したりすることがで

きる。 

・算数で学習した数の四則計算と関

連づけて，正負の数の四則計算の

方法を考察し表現することができ

る。 

・数の集合と四則計算の可能性につ

いて捉え直すことができる。 

・正負の数を活用して様々な事象に

おける変化や状況を考察し表現す

ることができる。 

・正負の数の必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・正負の数について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・正負の数を活用した問題解決の過

程を振り返って検討しようとして

いる。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

正
負
の
数 

小さい数か

ら大きい数

をひくに

は？  

25 

正負の数の必

要性と意味を

理解する。 

・ひき算の九九表を

完成させるために

は，どんな数が必要

であるかを考える。 

・0 より小さい数を身

のまわりから探し，

気温 を 例に して

「－」のついた数が

どんなことを表し

ているかを考える。 

・＋，－の符号や正の

数，負の数の意味を

知る。 

○正負の数の必

要性と意味を，

具体的な場面

と結び付けて

理解している。 

 ○正負の数

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

１ 符号の

ついた数 

 

反対の性質を

もつ量や基準

と の ち が い

を，正負の数

を用いて表す

こ と が で き

る。 

・反対の性質をもつ

量や基準とのちが

いを，正負の数を使

って表す。 

・正負の数で表され

た数量の意味を読

み取る。 

○反対の性質を

もつ量や基準

とのちがいを，

正負の数を使

って表したり，

正負の数で表

された数量の

意味を読み取

ったりするこ

とができる。 
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２  

数の大小 

 

 

正負の数を数

直線上に表す

こ と が で き

る。また，数直

線を使って正

負の数の大小

を考え，その

関係を不等号

を使って表す

こ と が で き

る。 

・算数で学習した数

直線を負の数の範

囲にひろげる。 

・正負の数を数直線

上に表す。 

・数直線を使って正

負の数の大小を考

え，その関係を不等

号を使って表す。 

 

○数直線上の位

置と正負の数

の大小の関係

を理解してい

る。 

○数直線を使っ

て正負の数の

大小を考え，そ

の関係を不等

号を使って表

すことができ

る。 

 ○正負の数

の大小関

係を考え

ようとし

ている。 

絶対値の意味

を理解し，絶

対値をもとに

して正負の数

の 大 小 を 考

え，その関係

を不等号を使

って表すこと

ができる。 

・絶対値をもとにし

て正負の数の大小

を考え，不等号を使

って表す。 

 

○絶対値の意味

を理解し，絶対

値を求めるこ

とができる。 

○絶対値をもと

にして正負の

数の大小を考

え，その関係を

不等号を使っ

て表すことが

できる。 

 

基本の問題  

２ 
加
法
と
減
法 

正負の数の

たし算はど

うなるのか

な？ 

正負の数の加

法の意味を理

解し，東西の

移動をもとに

して考えるこ

とができる。 

・東西の移動をもと

にして，正負の数

で，2 つの数のたし

算を考える。 

・加法の意味を知る。 

 

○正負の数の加

法の意味を理

解している。 

○正負の数の加

法を，東西の移

動をもとにし

て考え，説明す

ることができ

る。 

○正負の数

の加法の

計算方法

を考えよ

うとして

いる。 

１ 加法 

 

正負の数の加

法の計算がで

きる。 

・同符号，異符号の数

の加法について，加

えた 2 つの数と和

の符号や絶対値に

着目して，計算方法

を考える。 

・正負の数の加法の

計算をする。 

・0 との加法について

考える。 

・分数や小数の加法

の計算をする。 

○正負の数の加

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 

○同符号，異符号

の数の加法に

ついて，加えた

2つの数と和の

符号や絶対値

に着目して，計

算方法を見い

だし，説明する

ことができる。 

正 負 の 数 で

は，加法の交

換法則と結合

法則が成り立

つことを理解

し，いくつか

の数の加法を

くふうして計

算することが

できる。 

・算数で学習したた

し算の計算法則が，

正負の数でも成り

立つかどうかを調

べる。 

・加法の交換法則，結

合法則を利用して，

いくつかの数の加

法を計算する。 

○正負の数では

加法の交換法

則と結合法則

が成り立つこ

とを理解し，い

くつかの数の

加法をくふう

して計算でき

る。 
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２ 減法 

 

正負の数の減

法の意味を理

解する。 

・減法を加法の逆算

とみて，正負の数

で，2 つの数のひき

算を考える。 

・減法の意味を知る。 

・数直線を使って，正

負の数の減法の計

算方法を考える。 

［用語・記号］減法 

○正負の数の減

法の意味を理

解している。 

〇算数で学習し

たひき算と関

連づけて，正負

の数の減法を，

数直線を使っ

て考え，説明す

ることができ

る。 

○正負の数

の減法の

計算方法

を考えよ

うとして

いる。 

正負の数の減

法を，加法に

なおして計算

することがで

きる。 

・正負の数の減法の計

算をする。 

・0 からある数をひく

こと，ある数から 0

をひくことについ

て考える。 

○正負の数の減

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 

 

３ 加法と

減法の混

じった計

算 

 

正負の数の加

法と減法の混

じった式を，

項の和とみる

こ と が で き

る。 

・正負の数の加法と

減法の混じった式

を，項の和とみる。 

・正負の数の加法と

減法の混じった式

を，項を書き並べた

式に表す。 

○正負の数の項

の和の意味を

理解している。 

○正負の数の加

法と減法の混

じった式を，項

の和とみるこ

とができる。 

○正負の数

の加法と

減法の混

じった式

の計算の

方法を考

えようと

している。 正負の数の加

法と減法の混

じった式の計

算ができる。 

・正負の数の加法と

減法の混じった式

の計算をする。 

○正負の数の加

法と減法の混

じった式の計

算方法を理解

し，計算ができ

る。 

 

基本の問題 
 

３ 

乗
法
と
除
法 

正負の数の

かけ算はど

うなるのか

な？ 

正負の数の乗

法の意味を理

解し，東西の

移動をもとに

して考えるこ

とができる。 

・九九表を負の数の

範囲にひろげて，2

つの数のかけ算を

調べる。 

・東西の移動をもと

にして，正負の数

で，2 つの数のかけ

算を考える。 

・乗法の意味を知る。 

○正負の数の乗

法の意味を理

解している。 

○正負の数の乗

法を，東西の移

動をもとにし

て考え，説明す

ることができ

る。 

 

○正負の数

の乗法の

計算方法

を考えよ

うとして

いる。 

１ 乗法 

正負の数の乗

法の計算がで

きる。 

・正負の数の乗法の

計算をする。 

・小数や分数の乗法

を計算する。 

・ある数と－1 との積

を考える。 

・ある数と 1や 0との

積を考える。 

○正負の数の乗

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 
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正負の数で，

乗法の交換法

則と結合法則

が成り立つこ

とを理解し，

いくつかの数

の乗法をくふ

うして計算す

ることができ

る。 

・算数で学習したか

け算の計算法則が，

正負の数でも成り

立つかどうかを調

べる。 

・乗法の交換法則，結

合法則を利用して，

いくつかの数の乗

法を計算する。 

○正負の数では

乗法の交換法

則と結合法則

が成り立つこ

とを理解し，い

くつかの数の

乗法をくふう

して計算でき

る。 

 

累乗の意味を

理解し，正負

の数の累乗の

計 算 が で き

る。 

・累乗の意味を知り，

累乗の計算をする。 

○累乗の意味を

理解し，正負の

数の累乗の計

算ができる。 

 

２ 除法 

 

正負の数の除

法を，乗法の

逆算をもとに

して考え，正

負の数の除法

の計算ができ

る。 

・除法を乗法の逆算

とみて，正負の数

で，2 つの数のわり

算を考える。 

・除法の意味を知る。 

・0 をある数でわった

商は 0 になること，

0 でわる除法は考

えないことを知る。 

・正負の数の除法の

計算をする。 

・分子や分母が負の

数の分数の表し方

を考える。 

○正負の数の除

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 

〇除法を乗法の

逆算とみて，正

負の数の除法

の計算方法を

考え，説明する

ことができる。 

 

○正負の数

の除法の

計算方法

を考えよ

うとして

いる。 

正負の数の除

法を，逆数を

使って乗法に

なおして計算

することがで

きる。 

・正負の数の逆数を

考える。 

・正負の数の除法は，

わる数の逆数をか

けることと同じで

あることを確認す

る。 

・除法を乗法になお

して計算する。 

・四則の意味を知る。 

 

○正負の数の除

法は，わる数の

逆数をかける

ことと同じで

あることを理

解し，逆数を使

って乗法にな

おして計算で

きる。 

 

３ 四則の

混じった

計算 

 

正負の数の四

則の混じった

計 算 が で き

る。 

・正負の数の四則の

混じった式を，計算

順序にしたがって

計算する。 

・算数で学習したか

っこのある式の計

算のくふうが，正負

の数でも成り立つ

かどうかを調べる。 

○正負の数の四

則の混じった

式の計算順序

を理解し，計算

ができる。 

 ○正負の数

の四則の

混じった

計算の計

算方法を

考えよう

としてい

る。 

正負の数の分

配法則を利用

した計算がで

きる。 

・分配法則を利用し

て，正負の数の計算

をする。 

 

○正負の数では

分配法則が成

り立つことを

理解し，分配法

則を利用した

計算ができる。 
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４ 数の範

囲と四則 

 

 

数の範囲と四

則計算の可能

性について調

べ，その関係

を考えること

ができる。 

・自然数どうしの加

法，減法，乗法，除

法の表を完成させ

るためには，どんな

数が必要であるか

を考える。 

・数の範囲とその範

囲でいつでもでき

る四則について調

べる。 

 ○数の集合と四

則計算の可能

性について捉

え直すことが

できる。 

 

○数の範囲

と四則計

算の可能

性の関係

を調べよ

うとして

いる。 

 

基本の問題 
 

４ 

正
負
の
数
の
利
用 

身長の平均

をくふうし

て求めてみ

よう 

 

正負の数を利

用して，身長

の平均をくふ

うして求める

方法を考え，

説明すること

ができる。 

・身長の平均を，基準

を決めてくふうし

て求める方法を考

え，説明する。 

・複数の考え方を比

べて，似ているとこ

ろやちがうところ

を話し合う。 

○具体的な場面

で正負の数を

使って表した

り処理したり

することがで

きる。 

○正負の数を利

用して，身長の

平均をくふう

して求める方

法を考え，説明

することがで

きる。 

○正負の数

について

学んだこ

とを生活

や学習に

生かそう

としてい

る。 

〇正負の数

を活用し

た問題解

決の過程

を振り返

って検討

しようと

している。 

１ 正負の

数の利用 

 

身のまわりの

問題を，正負

の数を利用し

て解決するこ

とができる。 

・正負の数を利用し

て，イベントの各年

の観覧者数の平均

をくふうして求め

る。 

・正負の数で表され

た前日の気温との

差をもとに，気温の

変化を調べる。 

○身のまわりの

問題を，正負の

数を利用して

解決すること

ができる。 

章の問題Ａ 
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2章 文字と式 （１８時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文字を用いることの必要性と意味

を理解している。 

・文字を用いた式における積や商の

表し方を知っている。 

・文字を用いた式の文字に数を代入

して，その式の値を求めることが

できる。 

・簡単な 1 次式の計算をすることが

できる。 

・数量の関係や法則などを，文字を

用いた式に表すことができるこ

とを理解している。 

・数量の関係や法則などを，文字を

用いた式を用いて表したり，読み

取ったりすることができる。 

・具体的な場面と関連づけて，1 次式

の加法と減法の計算の方法を考察

し表現することができる。 

・文字を用いた式を活用して，具体的

な事象を考察し表現することがで

きる。 

・文字を用いることの必要性と意味を

考えようとしている。 

・文字を用いた式について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・文字を用いた式を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しようとし

ている。 

 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

１ 

文
字
を
使
っ
た
式 

棒の本数を

求めてみよ

う 

18 

正方形をつな

げた棒の本数

の求め方を自

分なりの方法

で考え，式や

図を使って説

明することが

できる。 

・正方形を 5個つなげ

た棒の本数の求め

方を考え，式や図を

使って説明する。 

・正方形を 20 個つな

げた棒の本数を求

める。 

 ○正方形をつな

げた棒の本数

の求め方を考

え，式や図を使

って説明する

ことができる。 

○正方形

をつな

げた棒

の本数

の求め

方を考

えよう

として

いる。 

１ 文字の

使用 

 

文字を用いる

ことの必要性

と意味を理解

し，具体的な

数量を，文字

を使った式で

表すことがで

きる。 

・文字を用いること

の必要性と意味を

知る。 

・具体的な数量を，文

字を使った式で表

す。 

・具体的な数量を表

した文字が，どんな

数の代わりとして

使われているかを

考える。 

○文字を用いる

ことの必要性

と意味を理解

している。 

○具体的な数量

を，文字を使っ

た式で表すこ

とができる。 

○具体的な数量

を表した文字

が，どんな数の

代わりとして

使われている

かを考察する

ことができる。 

○文字を

用いる

ことの

必要性

と意味

を考え

ようと

してい

る。 

 

２ 文字を

使った式

の表し方 

 

文字式での積

の表し方にし

たがって，式

を表すことが

できる。 

・具体的な数量を，積

の表し方にしたが

って，文字を使った

式で表す。 

・文字式での積の表

し方にしたがって，

式を表す。 

○文字式での積

の表し方のき

まりを理解し，

文字式での積

の表し方にし

たがって式を

表すことがで

きる。 

 



132 

 

 

文字式での累

乗や商の表し

方にしたがっ

て，式を表す

こ と が で き

る。 

・文字式での累乗の

表し方にしたがっ

て，式を表す。 

・文字式での商の表

し方にしたがって，

式を表す。 

○文字式での累

乗の表し方の

きまりを理解

し，累乗の表し

方にしたがっ

て式を表すこ

とができる。 

○文字式での商

の表し方のき

まりを理解し，

商の表し方に

したがって式

を表すことが

できる。 

 

単位の異なる

数量どうしの

和や差を，単

位をそろえた

式に表すこと

ができる。ま

た，割合や速

さに関する数

量を，文字を

使った式で表

すことができ

る。 

・単位の異なる数量

どうしの和や差を，

単位をそろえた式

に表す。 

・割合に関する数量

を，文字を使った式

で表す。 

・速さに関する数量

を，文字を使った式

で表す。 

○単位の異なる

数量どうしの

和や差の表し

方を理解し，単

位をそろえた

式に表すこと

ができる。 

○割合に関する

数量を，文字を

使った式で表

すことができ

る。 

○速さに関する

数量を，文字を

使った式で表

すことができ

る。 

 

πの意味を理

解し，円周の

長さや円の面

積を，文字を

使った式で表

すことができ

る。また，文字

を使った式が

表す数量を，

読み取ること

ができる。 

・πの意味を知る。 

・円周の長さや円の

面積を，文字を使っ

た式で表す。 

・文字を使った式が

表す具体的な数量

を，読み取る。 

［用語・記号］π 

○πの意味とπ

を使った式の

表し方のきま

りを理解し，文

字を使った式

で表すことが

できる。 

○文字を使った

式が表す数量

を，読み取るこ

とができる。 

 

３ 代入と

式の値 

文字に数を代

入することや

式の値の意味

を理解し，式

の値を求める

こ と が で き

る。 

・文字に数を代入す

ることや式の値の

意味を知る。 

・式の中の文字に数

を代入して，式の値

を求める。 

［用語・記号］代入す

る，式の値 

○文字に数を代

入することや

式の値の意味

を理解し，式の

値を求めるこ

とができる。 

  

基本の問題 
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２ 

文
字
式
の
計
算 

  

棒の本数を

求める式

は？ 

 

棒の本数を求

める式から，

その求め方を

読み取って，

図を使って説

明することが

できる。 

・棒の本数を求める

式を読み取って，そ

の求め方を，図を使

って説明する。 

 ○棒の本数を求

める式から，そ

の求め方を読

み取り，図を使

って説明する

ことができる。 

○棒の本

数を求

める式

から，

その求

め方を

読み取

って説

明しよ

うとし

て い

る。 

 

１ 1 次式

の計算 

項と係数の意

味を理解し，

文字の部分が

同じ項を 1 つ

の項にまとめ

ることができ

る。 

・項と係数の意味を

知る。 

・文字の部分が同じ

項を 1 つの項にま

とめて簡単にする。 

［用語・記号］項，係

数 

○項と係数の意

味を理解して

いる。 

○文字の部分が

同じ項を 1 つ

の項にまとめ

ることができ

る。 

〇具体的な場面

と関連づけて，

1次式の加法の

計算方法を考

え，説明するこ

とができる。 

○1 次式

の計算

方法を

考えよ

うとし

て い

る。 

1 次式の加法

や減法の計算

ができる。 

・1 次式の加法や減法

の計算をする。 

○1次式の加法や

減法の計算方

法を理解し，計

算ができる。 

〇具体的な場面

と関連づけて，

1次式の減法の

計算方法を考

え，説明するこ

とができる。 

1 次式と数の

乗法の計算が

できる。 

・1 次式と数の乗法の

計算をする。 

○1次式と数の乗

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 

 

1 次式と数の

除法の計算が

できる。また，

1 次式のいろ

いろな計算が

できる。 

・1 次式と数の除法を

乗法になおして計

算する。 

・1 次式のいろいろな

計算をする。 

○1次式と数の除

法の計算方法

を理解し，計算

ができる。 

○1次式のいろい

ろな計算がで

きる。 

 

基本の問題  

３ 

文
字
式
の
利
用 

棒の本数を

求めてみよ

う 

 

文字を用いた

式 を 活 用 し

て，立方体を

つなげた棒の

本数を求める

式を考え，そ

の求め方を説

明することが

できる。 

・立方体をつなげた

棒の本数を求める

式を考え，その求め

方を説明する。 

・複数の考え方をも

とにした式を比べ

て，どのようなこと

がいえるかを話し

合う。 

 ○立方体をつな

げた棒の本数

の求め方を，正

方形をつなげ

た棒の本数の

求め方と関連

づけて考え，式

や図を使って

表現すること

ができる。 

○文字を

用いた

式につ

いて学

んだこ

とを生

活や学

習に生

かそう

として
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１ 数の表

し方 

 

 

いろいろな整

数を文字を用

いた式で表し

たり，式が表

す数を読み取

ったりするこ

とができる。 

・いろいろな整数を，

文字を用いた式で

表したり，式が表す

数を読み取ったり

する。 

○いろいろな整

数を文字を用

いた式で表し

たり，式が表す

数を読み取っ

たりすること

ができる。 

 いる。 

○文字を

用いた

式を活

用した

問題解

決の過

程を振

り返っ

て検討

しよう

として

いる。 

２ 数量の

間の関係

の表し方 

 

等式，不等式

の意味を理解

し，数量の間

の関係を等式

や不等式で表

したり，等式

や不等式が表

す数量の関係

を読み取った

りすることが

できる。 

・等式，不等式の意味

を知る。 

・数量の間の関係を

等式や不等式で表

す。 

・等式や不等式が，ど

んな数量の関係を

表しているかを考

える。 

［用語・記号］等式，

不等式，左辺，右辺，

≦，≧ 

○等式と不等式

の意味を理解

している。 

○数量の間の関

係を等式や不

等式で表すこ

とができる。 

○等式や不等式

が表す数量の

間の関係を読

み取ることが

できる。 

 ○等式と

不等式

の必要

性と意

味を考

えよう

として

いる。 

 

章の問題Ａ  
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3章 1次方程式 （１４時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・方程式の必要性と意味を理解して

いる。 

・方程式の解や等式の性質，移項の意

味を理解している。 

・等式の性質の意味を理解し，等式の

性質を用いて方程式を解くことが

できる。 

・移項の考えを用いて方程式を解く

ことができる。 

・簡単な１次方程式，比例式を解くこ

とができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目

し，1 次方程式をつくることができ

る。 

・１次方程式を用いて具体的な場面

の問題解決を行うときの，解の吟

味の意味と必要性を理解してい

る。 

・等式の性質をもとにして，１次方程

式を解く方法を考察し表現するこ

とができる。 

・方程式において，移項できる理由を

等式の性質をもとにして考察し表

現することができる。 

・具体的な場面の問題において，１次

方程式を活用し，問題を解決する

ことができる。 

・具体的な場面の問題において，解を

吟味して解答としてよいことを判

断することができる。 

・方程式の必要性と意味を考えよう

としている。 

・正負の数や文字を使った式で学ん

だことを生かして，方程式を効率

的に解く方法を検討している。 

・方程式について学んだことを生活

や学習に生かそうとしている。 

・方程式を活用した問題解決の過程

を振り返って検討しようとしてい

る。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

１ 

方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

  

紙パックの

枚数を求め

てみよう 

 

14 

求めたい数量

が あ る 問 題

を，既習の内

容を活用して

解決すること

を通して，方

程式の必要性

を理解する。 

・集めた紙パックが

何枚あるかを，紙パ

ックの回収につい

て分かったことか

ら，式や図を使って

求める。 

 ○求めたい数量

がある問題を，

既習の内容を

活用して考え，

式や図を使っ

て説明するこ

とができる。 

○求めた

い数量

がある

問 題

を，既

習の内

容を活

用して

考えよ

うとし

て い

る。 

１ 方程式

とその解 

 

方程式とその

解の意味を理

解し，文字に

値を代入して

方程式の解を

求めることが

できる。 

・方程式とその解の

意味を知る。 

・方程式の中の文字

に値を代入して，解

であるかどうかを

確かめる。 

○方程式とその

解の意味を理

解している。 

 ○方程式

の必要

性と意

味を考

えよう

として

いる。 

 等式の性質を

使って，方程

式を解くこと

ができる。 

・方程式を解く方法

を，てんびんの操作

と結び付けて考え

る。 

・等式の性質を使っ

て方程式を解く。 

○等式の性質を

理解し，等式の

性質を使って

方程式を解く

ことができる。 

 

○方程式を解く

方法を，てんび

んの操作と結

び付けて考え，

説明すること

ができる。 
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２ 方程式

の解き方 

移項の意味を

理解し，移項

の考えを使っ

て方程式を解

くことができ

る。 

・等式の性質を使っ

て方程式を解く過

程を振り返って，移

項の考えを見いだ

す。 

・移項の考えを使っ

て方程式を解く。 

・移項の考えを使っ

て方程式を解く手

順を確認する。 

○移項の意味を

理解し，移項の

考えを使って

方程式を解く

ことができる。 

○移項の考えを

使って方程式

を解く手順を

理解している。 

○等式の性質を

使って方程式

を解く過程を

振り返って，移

項の考えを見

いだし，説明す

ることができ

る。 

○方程式

を効率

的に解

く方法

を考え

ようと

してい

る。 

３ いろい

ろな方程

式 

かっこをふく

む方程式や，

係数に小数を

ふくむ方程式

を解くことが

できる。 

・かっこをふくむ方

程式を解く。 

・係数に小数をふく

む方程式を解く。 

○かっこをふく

む方程式の解

き方を理解し，

その方程式を

解くことがで

きる。 

○係数に小数を

ふくむ方程式

の解き方を理

解し，その方程

式を解くこと

ができる。 

 

係数に分数を

ふくむ方程式

を解くことが

できる。また，

1 次方程式を

解く手順を理

解する。 

・係数に分数をふく

む方程式を解く。 

・1 次方程式を解く手

順を確認する。 

 

○係数に分数を

ふくむ方程式

の解き方を理

解し，その方程

式を解くこと

ができる。 

○1 次方程式を解

く手順を理解

している。 

 

基本の問題  

２ 

１
次
方
程
式
の
利
用 

交代の時間

は何分？ 

 

具体的な問題

を，方程式を

利用して解決

するときの考

え方や手順を

理解する。 

・合唱コンクールの

交代の時間を，逆算

の考えや方程式を

使って求め，それら

の考えを比較する。 

・方程式を利用して

問題を解決すると

きの手順を確認す

る。 

○具体的な問題

の中の数量や

その関係に着

目し，1 次方程

式をつくるこ

とができる。 

○方程式を利用

して問題を解

決するときの

手順を理解し

ている。 

○１次方程式を

利用して，具体

的な問題を解

決することが

できる。 

○方程式

を具体

的な問

題の解

決に利

用しよ

うとし

て い

る。 

○方程式

を活用

した問

題解決

の過程

を振り

返って

その手

順を検

討しよ

うとし

１ １次方

程式の利

用 

個数と代金に

関 す る 問 題

を，方程式を

利用して解決

することがで

きる。 

・個数と代金に関す

る問題を，方程式を

利用して解決する。 

 

過不足に関す

る問題を，方

程式を利用し

て解決するこ

とができる。 

・過不足に関する問

題を，方程式を利用

して解決する。 
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速さ・時間・道

のりに関する

問題を，方程

式を利用して

解決すること

ができる。ま

た，求めた解

が問題に適し

ているかどう

かを考え，説

明することが

できる。 

・速さ・時間・道のり

に関する問題を，方

程式を利用して解

決する。 

・速さに関する問題

で，求めた解が問題

に適しているかど

うかを考える。 

・方程式を利用して

問題を解決すると

きの手順をまとめ

る。 

○求めた解が問

題に適してい

るかどうかを，

問題の場面に

戻って考え，説

明することが

できる。 

て い

る。 

２ 比例式

の利用 

比例式の性質

を理解し，そ

の性質を利用

して文字の値

を求めたり，

具体的な問題

を解決したり

することがで

きる。 

・比の値が等しいこ

とを表す式を変形

して，比例式の性質

を見いだす。 

・比例式の性質を利

用して，文字の値を

求めたり，具体的な

問題を解決したり

する。 

［用語・記号］比例式 

○比例式の意味

とその性質を

理解し，比例式

の性質を利用

して文字の値

を求めること

ができる。 

○比例式の性質

を利用して，具

体的な問題を

解決すること

ができる。 

○比例式

を具体

的な問

題の解

決に利

用しよ

うとし

て い

る。 

基本の問題  

章の問題Ａ 
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4章 比例と反比例  （２２時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・関数関係の意味を理解している。 

・比例，反比例について理解してい

る。 

・比例，反比例を表，式，グラフなど

に表すことができる。 

・比例，反比例として捉えられる 2 つ

の数量について，表，式，グラフな

どを用いて調べ，それらの変化や

対応の特徴を見いだすことができ

る。 

・比例，反比例を用いて具体的な事象

を捉え考察し 

表現することができる。 

・関数関係の意味や比例，反比例につ

いて考えようとしている。 

・比例，反比例について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・比例，反比例を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとし

ている。  

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・

表現 

主体的に学習

に取り組む態

度 

１ 

関
数
と
比
例
・
反
比
例 

満水になる

までの時間

を予想しよ

う 

22 

身のまわりの

問題を，関数の

考えを利用し

て解決するこ

とができる。 

・プールが満水になる

までの時間を予想

するために，プール

の形やプールに入

れる水の量の変化

など，どんなことが

分かればよいかを

考える。 

 ○身のまわり

の問題を，関

数の考えを

利用して解

決すること

ができる。 

○関数の考え

を生活や学

習に生かそ

うとしてい

る。 

〇関数関係の

意味や比例，

反比例につ

いて考えよ

うとしてい

る。 

１ 関数 

関数の意味及

び変域の意味

と表し方を理

解し，変域を不

等号を使って

表すことがで

きる。 

また，2 つの数

量の間に関数

の関係がある

かどうかを判

断することが

できる。 

・関数の意味を知る。 

・変域の意味と表し方

を知る。 

・変域を不等号を使っ

て表す。 

・2 つの数量の間に関

数の関係があるか

どうかを調べる。 

・関数の関係を「～は

…の関数である」と

いういい方で表す。 

○関数の意味

を理解して

いる。 

○変域の意味

と表し方を

理解し，変

域を不等号

を使って表

すことがで

きる。 

○2 つの数量

の間に関数

の関係があ

るかどうか

を判断する

ことができ

る。 

 

身のまわりの

問題を，関数の

考えを利用し

て解決するこ

とができる。 

・2 つのシュレッダー

がコピー用紙何枚

分の紙を裁断する

ことができるかを，

関数の考えを利用

して求める。 

 ○身のまわり

の問題を，関

数の考えを

利用して解

決すること

ができる。 

 

２ 比例と

反比例 
 

比例の意味を

理解し，比例の

関係を式に表

すことができ

る。また，反比

・比例の意味を知る。 

・y を x の式で表して，

y が x に比例するか

どうかを調べる。 

○比例の意味

を理解し，

比例の関係

を式に表す

ことができ

 



139 

 

例の意味を理

解し，反比例の

関係を式に表

すことができ

る。 

・反比例の意味を知

る。 

・y を x の式で表して，

y が x に反比例する

かどうかを調べる。 

 

る。 

○反比例の意

味を理解

し，反比例

の関係を式

に表すこと

ができる。 

基本の問題      

２ 

比
例
の
性
質
と
調
べ
方 

負の数の世

界へひろげ

てみよう 

xの変域や比例

定数を負の数

にひろげても，

比例の性質が

成り立つこと

を理解する。 

・算数で学習した比例

の性質やグラフの 

特徴を振り返る。 

・ x の変域や比例定数

を負の数にひろげ

ても，比例の性質が

成り立つかどうか

を調べる。 

○x の変域や

比例定数を

負の数にひ

ろげても，

比例の性質

が成り立つ

ことを理解

している。 

 ○数の範囲を

負の数まで

ひろげると

比例の性質

やグラフの

特徴がどう

なるかやそ

の調べ方を

考えようと

している。 

 
１ 比例の

表と式 

y が x に比例す

るとき，1 組の

x，y の値から，

比例の式を求

めることがで

きる。 

・x の変域や比例定数

が負の数の場合を

ふくめた比例の式

を考える。 

○yが xに比例

するとき，1

組の x，y の

値から，y を

x の式で表

すことがで

きる。 

 

２ 比例の

グラフ 

座標の意味や

点の位置の表

し方を理解し，

点の座標を求

めたり，座標を

平面上の点で

表したりする

ことができる。 

・変域を負の数にひろ

げたときの比例の

グラフをかくため

に，負の数も範囲に

入れた点の位置の

表し方を考える。 

・点の座標を求めた

り，座標を平面上の

点で表したりする。 

 

○座標の意味

や点の位置

の表し方を

理解してい

る。 

○点の座標を

求めたり，

座標を平面

上の点で表

したりする

ことができ

る。 

 

比例のグラフ

は，その式をみ

たす点の集合

であり，原点を

通る 1 つの直

線であること

を理解する。ま

た，比例のグラ

フの特徴を理

解する。 

・変域を負の数にひろ

げたときの比例の

グラフがどのよう

になるかを，点を細

かくとって調べる。 

・比例定数が負の数の

場合の比例のグラ

フをかいて，正の数

の場合との共通点

やちがいを調べる。 

○比例のグラ

フは，その

式をみたす

点の集合で

あり，原点

を通る 1 つ

の直線であ

ることを理

解 し て い

る。 

○比例のグラ

フの特徴を

理解してい

る。 

○比例のグラ

フの特徴を

見いだし，説

明すること

ができる。 

○変域や比例

定数を負の

数にひろげ

て，比例のグ

ラフの特徴

を捉えよう

としている。 
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比例について，

xの値が増加す

るときの y の

値の変化の特

徴を理解する。

また，比例のグ

ラフの特徴を

もとに，グラフ

をかくことが

できる。 

 

・比例について，x の

値が増加するとき

の y の値の変化の様

子を，比例定数が正

の数の場合と負の

数の場合で，表やグ

ラフを用いて調べ

る。 

・比例のグラフの特徴

をもとに，グラフを

かく。 

・比例の性質を調べる

方法を振り返る。 

○比例につい

て，x の値が

増加すると

きの y の値

の変化の特

徴を理解し

ている。 

○比例のグラ

フの特徴を

もとに，グ

ラフをかく

ことができ

る。 

○比例につい

て，x の値が

増加すると

きの y の値の

変化の特徴

を，表やグラ

フを用いて

捉え，説明す

ることがで

きる。 

○比例の値の

変化の特徴

を，表やグラ

フを用いて

捉えようと

している。 

３ 比例の

表，式，

グラフ 

比例の表，式，

グラフを関連

づけて理解す

る。また，比例

のグラフから

式を求めるこ

とができる。 

・比例の表やグラフか

ら式を求める方法

を考える。 

・比例の表，式，グラ

フのどこに比例定

数があらわれるか

をまとめる。 

・比例のグラフから式

を求める。 

○比例のグラ

フから式を

求めること

ができる。 

○比例の表や

グラフから

式を求める

方法を考え，

説明するこ

とができる。 

○比例につい

て学んだこ

とを生かし

て，比例の

表，式，グラ

フを関連づ

けて捉えよ

うとしてい

る。 

基本の問題  

３ 

反
比
例
の
性
質
と
調
べ
方 

負の数の世

界へひろげ

てみよう 

xの変域や比例

定数を負の数

にひろげても，

反比例の性質

が成り立つこ

とを理解する。 

・算数で学習した反比

例の性質やグラフ

の特徴を振り返る。 

・x の変域や比例定数

を負の数にひろげ

ても，反比例の性質

が成り立つかどう

かを調べる。 

○x の変域や

比例定数を

負の数にひ

ろげても，

反比例の性

質が 

成り立つこ

とを理解し

ている。 

 ○数の範囲を

負の数まで

ひろげると

反比例の性

質やグラフ

の特徴がど

うなるかや

その調べ方

を考えよう

としている。 

 
１ 反比例

の表と式 

 

y が x に反比例

するとき，1 組

の x，y の値か

ら，反比例の式

を求めること

ができる。 

・x の変域や比例定数

が負の数の場合を

ふくめた反比例の

式を考える。 

○yが xに反比

例 す る と

き，1組の x，

y の値から，

反比例の式

を 

求めること

ができる。 

 

２ 反比例

のグラフ 

反比例のグラ

フは，その式を

みたす点の集

合であり，なめ

らかな 2 つの

曲線で 

あることを理

解する。 

・変域を負の数にひろ

げたときの反比例

のグラフがどのよ

うになるかを，点を

細かくとって調べ

る。 

○反比例のグ

ラフは，式

をみたす点

の集合であ

り，なめら

かな 2 つの

曲線である

ことを理解

している。 

○反比例のグ

ラフの特徴

を見いだす

ことができ

る。 

○変域や比例

定数を負の

数にひろげ

て，反比例の

グラフの特

徴を捉えよ

うとしてい

る。 
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反比例のグラ

フの特徴を理

解する。また，

反比例のグラ

フをかくこと

ができる。 

・比例定数が負の数の

場合の反比例のグ

ラフをかいて，正の

数の場合との共通

点やちがいを調べ

る。また，x の値を

大きくしたり 0に近

づけたりするとグ

ラフはどうなるか

を調べる。 

・反比例のグラフをか

く。 

○反比例のグ

ラフの特徴

を理解して

いる。 

○反比例のグ

ラフをかく

ことができ

る。 

反比例の値の

変化の特徴を

理解する。 

・反比例について，x の

値が増加したとき

の y の値の変化の様

子を，比例定数が正

の数の場合と負の

数の場合で，表やグ

ラフを用いて調べ

る。 

・反比例の性質を調べ

る方法を振り返る。 

○反比例の値

の変化の特

徴を理解し

ている。 

 

○反比例につ

いて，x の値

が増加 

するときの y

の値の変化

の特徴を，表

やグラフを

用いて捉え，

説明するこ

とができる。 

○反比例の値

の変化の特

徴を，表やグ

ラフを用い

て捉えよう

としている。 

３ 反比例

の表，

式，グラ

フ 

反比例の表，

式，グラフを関

連づけて理解

する。また，反

比例のグラフ

から式を求め

ることができ

る。 

・反比例の表やグラフ

から式を求める方

法を考える。 

・反比例の表，式，グ

ラフのどこに比例

定数があらわれる

かをまとめる。 

・反比例のグラフから

式を求める。 

○反比例のグ

ラフから式

を求めるこ

と が で き

る。 

○反比例の表

やグラフか

ら式を求め

る方法を考

え，説明する

ことができ

る。 

○反比例につ

いて学んだ

ことを生か

して，反比例

の表，式，グ

ラフを関連

づけて捉え

ようとして

いる。 

基本の問題  

４ 

比
例
と
反
比
例
の
利
用 

待ち時間

の予想は 

できるか

な？ 

 

身のまわり

の問題で，関

数の関係に

ある数量を

見いだし，そ

の関係を比

例とみなし

て解決する

ことができ

る。 

・行列の待ち時間を

予想するために，

どんなことがわか

ればよいかを考え

る。 

・1 人がポップコー

ンを買うのにかか

る 

時間を一定と考え

て，並んでいる人

数 

から待ち時間を予

想する。 

 ○具体的な事象

で関数の関係

にある数量を

見いだし，そ

の関係を比例

とみなして問

題を解決する

こ と が で き

る。 

○比例，反比例

について学ん

だことを生活

や学習に生か

そうとしてい

る。 

〇比例，反比例

を活用した問

題解決の過程

を振り返って

検討しようと

している。 

 

１ 比例

と反比

例の 

利用 

 

身のまわり

の問題を比

例や反比例

を利用して

解決するこ

とができる。

また，a＝bc

で表される

・身のまわりの問題

を，比例や反比例

を用いて解決す

る。 

・a＝bc の式で，a，

b，c のうち，1 つ

の変数の値を決め

たとき，他の 2 つ

 ○具体的な事象

の中の数量の

関係が比例や

反比例である

ことを見いだ

し，問題を解

決することが

できる。 
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関係におい

て，それらの

数量の間の

関係を考え

ることがで

きる。 

の変数の関係がど

うなるかを調べ

る。 

○a＝bc で表さ

れる関係にお

いて，それら

の数量の間の

関係を考察す

ることができ

る。 

身のまわり

の問題を，比

例のグラフ

を利用して

解決するこ

とができる。 

・身のまわりの問題

を，比例のグラフ

を利用して解決す

る。 

・比例のグラフから，

具体的な事象を読

み取る。 

○比例のグラフ

から，具体的

な事象を読み

取ることがで

きる。 

○具体的な事象

の中の数量の

関係を比例と

みなして，そ

のグラフを利

用して問題を

解決すること

ができる。 

章の問題Ａ  
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5章 平面図形 （１７時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・平行移動，対称移動及び回転移動に

ついて理解している。 

・平面図形に関する用語や記号の意

味と使い方を理解している。 

・角の二等分線，線分の垂直二等分

線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解している。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求め

ることができる。 

・図形の移動に着目し，２つの合同な

図形の関係について考察し表現す

ることができる。 

・線対称な図形の性質をもとにして，

基本的な作図の方法を考察し表現

することができる。 

・図形の移動や基本的な作図を具体

的な場面で活用することができ

る。 

・平面図形の性質や関係を捉えるこ

との必要性と意味を考えようとし

ている。 

・平面図形について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・図形の移動や基本的な作図を活用

した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

図
形
の
移
動 

パッチワー

クのデザイ

ンを考えよ

う 

17 

 

しきつめ模様

の特徴を図形

の移動の見方

で捉えたり，

図形を移動さ

せてしきつめ

模様をつくっ

たりすること

ができる。 

・パッチワークの模

様を合同な図形で

しきつめられてい

るとみたり，1 つの

図形を移動させて

正六角形の模様を

つくったりする。 

 ○しきつめ模様

の特徴を図形

の移動の見方

で捉えたり，図

形を移動させ

てしきつめ模

様をつくった

りすることが

できる。 

○2つの合同

な図形の

関係を移

動の見方

で捉えよ

うとして

いる。 

１ 図形の

移動 

平行移動の意

味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の

中の 2つの図形の関

係を移動の見方で

観察し，平行移動に

ついて知る。 

・平行移動の性質を

もとにして，ある図

形を平行移動させ

た図形をかく。 

○平行移動の意

味とその性質

を理解し，ある

図形を平行移

動させた図形

をかくことが

できる。 

○平面図形に関

する用語や記

号の意味と使

い方を理解し

ている。 

 

回転移動の意

味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の

中の 2つの図形の関

係を移動の見方で

観察し，回転移動に

ついて知る。 

・回転移動の性質を

もとにして，ある図

形を回転移動させ

た図形をかく。 

・点対称な図形を回

転移動の見方で捉

える。 

○回転移動の意

味とその性質

を理解し，ある

図形を回転移

動させた図形

をかくことが

できる。 

○平面図形に関

する用語や記

号の意味と使

い方を理解し

ている。 
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対称移動の意

味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の

中の 2つの図形の関

係を移動の見方で

観察し，対称移動に

ついて知る。 

・対称移動の性質を

もとにして，ある図

形を対称移動させ

た図形をかく。 

・線対称な図形を対

称移動の見方で捉

える。 

○対称移動の意

味とその性質

を理解し，ある

図形を対称移

動 

させた図形を

かくことがで

きる。 

○平面図形に関

する用語や記

号の意味と使

い方を理解し

ている。 

  

2 つの合同な

図形の関係を

移動の見方で

捉え，説明す

ることができ

る。 

・正六角形の模様の

中の 2 つの図形の

関係を移動の見方

で観察し，その移動

の方法を平行移動，

回転移動，対称移動

を用いて説明する。 

・図形の合同の意味

を確認する。 

 ○2つの合同な図

形の関係を移

動の見方で捉

え，説明するこ

とができる。 

○図形の移

動につい

て学んだ

ことを生

活や学習

に生かそ

うとして

いる。 

基本の問題  

２ 
基
本
の
作
図 

正六角形を

正確にかく

には？ 

作図における

定規とコンパ

スの役割と使

い 方 を 理 解

し，簡単な作

図ができる。 

・定規とコンパスを

使って正六角形を

かき，それがかける

わけを説明する。 

・作図における定規

とコンパスの役割

と使い方を知り，簡

単な作図をする。 

○作図における

定規とコンパ

スの役割と使

い方を理解し，

簡単な作図が

できる。 

○円に関する用

語や記号の意

味と使い方を

理解している。 

○正六角形がか

ける理由を，コ

ンパスの役割

に着目して考

え，説明するこ

とができる。 

○定規とコ

ンパスだ

けを使っ

て，どんな

図形がか

けるかを

考えよう

としてい

る。 

１ 作図の

しかた 

２ 基本の

作図 

基本的な作図

の方法を考え

るために，交

わる 2 つの円

の 

性質を理解す

る。 

・基本的な作図の方

法を考えるために， 

交わる 2 つの円の

性質について調べ

る。 

○交わる 2 つの

円の性質を理

解している。 

○交わる 2 つの

円の性質を見

いだし，説明す

ることができ

る。 

垂線を作図す

る方法を理解

し，作図する

こ と が で き

る。 

・垂線を作図する方

法を，線対称な図形

の性質をもとにし

て考える。 

・点と直線との距離，

平行な 2 直線の距

離の意味を知る。 

○垂線を作図す

る方法を理解

し，作図するこ

とができる。 

○点と直線との

距離，平行な 2

直線の距離の

意味を理解し

ている。 

 ○基本的な

作図の方

法を，線対

称な図形

の性質を

もとにし

て考えよ

うとして

いる。 
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線分の垂直二

等分線を作図

する方法を理

解し，作図す

ることができ

る。 

・線分の垂直二等分

線を作図する方法

を，線対称な図形の

性質をもとにして

考える。 

・2 点から等距離にあ

る点は，線分の垂直

二等分線上にある

ことを知る。 

○線分の垂直二

等分線を作図

する方法を理

解し，作図する

ことができる。 

○2点から等距離

にある点は，線

分の垂直二等

分線上にある

ことを理解し

ている。 

 

角の二等分線

を作図する方

法を理解し，

作図すること

ができる。ま

た，直線上の

点を通り，そ

の直線に垂直

な直線を作図

する方法を考

え，説明する

こ と が で き

る。 

・角の二等分線を作

図する方法を，線対

称な図形の性質を

もとにして考える。 

・角の 2辺までの距離

が等しい点は，その

角の二等分線上に

あることを知る。 

・直線上の点を通り，

その直線に垂直な

直線を作図する方

法を考える。 

○角の二等分線

を作図する方

法を理解し，作

図することが

できる。 

○角の 2 辺まで

の距離が等し

い点は，その角

の二等分線上

にあることを

理解している。 

○直線上の点を

通り，その直線

に垂直な直線

を作図する方

法を考え，説明

することがで

きる。 

 

３ いろい

ろな作図 

基本的な作図

を利用して，

円の接線やい

ろいろな条件

をみたす図形

を作図するこ

とができる。 

・円の接線，接点の意

味と円の接線の性

質を知る。 

・基本的な作図を利

用して，円の接線や

いろいろな条件を

みたす図形を作図

する。 

○円の接線，接点

の意味と円の

接線の性質を

理解している。 

○基本的な作図

を利用して，円

の接線やいろ

いろな条件を

みたす図形を

作図する方法

を考え，説明す

ることができ

る。 

○作図につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

基本の問題  

いろいろな

角を作図し

てみよう 

基本的な作図

を 利 用 し て

75°の角を作

図する方法を

考え，式や図

を使って説明

することがで

きる。 

・基本的な作図を利

用して 75°の角を

作図する方法を考

え，式や図を使って

説明する。 

・複数の作図の方法

を比べて，同じとこ

ろやちがうところ

を話し合う。 

 ○基本的な作図

を 利 用 し て

75°の角を作

図する方法を

考え，説明する

ことができる。 

○作図につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

○基本的な

作図を活

用した問

題解決の

過程を振

り返って

検討しよ

うとして

いる。 
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３ 

お
う
ぎ
形 

どちらのピ

ザが大きい

かな？ 

 

身のまわりに

あるものを円

とみなして，

その円を等分

してできるお

うぎ形に着目

し，弧の長さ

や面積が中心

角に比例する

ことを理解す

る。 

・ピザを円とみなし

て，その円を等分し

てできるおうぎ形

に着目し，中心角が

2 倍，3 倍になると，

弧の長さや面積が

それぞれ何倍にな

るかを調べる。 

○おうぎ形と中

心角の意味を

理解している。 

○おうぎ形の弧

の長さや面積

が中心角に比

例することを

理解している。 

 〇おうぎ形

について

学んだこ

とを生活

や学習に

生かそう

としてい

る。 

 

１ おうぎ

形 

おうぎ形の弧

の長さや面積

を求めること

ができる。 

・おうぎ形の弧の長

さや面積の求め方

を，中心角に比例す

ることをもとにし

て考える。 

・おうぎ形の弧の長

さや面積を求める。 

○おうぎ形の弧

の長さや面積

が中心角に比

例することを

もとにして，お

うぎ形の弧の

長さや面積を

求めることが

できる。 

 

章の問題Ａ  
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6章 空間図形  （１８時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・空間における直線や平面の位置関

係を理解している。 

・立体図形の展開図や投影図につい

て理解している。 

・柱体や錐体，球の表面積と体積を求

めることができる。 

・空間図形を直線や平面図形の運動

によって構成されるものと捉える

ことができる。 

・空間図形を平面上に表現して平面

上の表現から空間図形の性質を見

いだすことができる。 

・立体図形の表面積や体積の求め方

を考察し表現することができる。 

・空間図形の性質や関係を捉えるこ

との必要性や意味を考えようとし

ている。 

・空間図形について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

１ 
い
ろ
い
ろ
な
立
体 

身のまわり

から立体を

見つけよう 

 

18 

身のまわりに

あるものから

立体を見いだ

し，それらの

立体をいろい

ろな見方で分

類することが

できる。 

・身のまわりにある

ものから立体を見

いだし，それらの立

体をいろいろな見

方で分類する。 

 ○立体をいろい

ろな見方で分

類し，立体のど

こに着目して

分類したかを

説明すること

ができる。 

〇空間図

形の性

質や関

係を捉

えるこ

との必

要性や

意味を

考えよ

うとし

て い

る。 

 

１ いろい

ろな立体 

多面体の意味

を理解する。

また，角錐や

円錐の意味と

それらの特徴

を理解する。 

・多面体の意味を知

る。 

・角錐，円錐の意味を

知る。 

・角柱と角錐，円柱と

円錐，角錐と円錐の

共通点やちがいを

考える。 

○多面体の意味

を理解してい

る。 

○角錐，円錐の意

味とそれらの

特徴を理解し

ている。 

○角柱と角錐，円

柱と円錐，角錐

と円錐の共通

点やちがいを

見いだし，説明

することがで

きる。 

 

正多面体の意

味とその特徴

を理解する。 

・巻末の紙を使って

正多面体の模型を

作り，それらの共通

点やちがいを考え

る。 

・正多面体の意味を

知る。 

・正多面体の面の数，

辺の数，頂点の数な

どをもとにして，正

多面体の性質を調

べる。 

○正多面体の意

味を理解して

いる。 

○正多面体の辺

の数や頂点の

数を求めるこ

とができる。 

○正多面体の共

通点やちがい

を見いだし，説

明することが

できる。 

○正多面体の面

の数，辺の数，

頂点の数など

をもとにして，

正多面体の性

質を見いだし，

説明すること

ができる。 
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２ 

立
体
の
見
方
と
調
べ
方 

どこから撮

ったのか

な？ 

空間内にある

平面が 1 つに

決まる条件を

理解する。 

・ピサの斜塔を鉛筆

に見立てて，地図の

上に斜めに立てた

鉛筆を観察し，ピサ

の斜塔の写真が撮

られた位置を考え

る。 

・空間内にある直線

と平面について，1

つの直線上にない

3 点によって，平面

が 1 つに決まるか

どうかを考える。 

○空間内にある

平面が 1 つに

決まる条件を

理解している。 

○空間内にある

平面が 1 つに

決まる条件を，

具体物を用い

て考え，説明す

ることができ

る。 

 

１ 直線や

平面の位

置関係 

空間内にある

平面と平面，

平面と直線，

直線と直線の

位置関係を理

解する。 

・空間内にある平面

と平面の位置関係

を分類し，交線の意

味を知る。 

・空間内にある平面

と直線の位置関係

を分類する。 

・空間内にある直線

と直線の位置関係

を分類し，ねじれの

位置にあることの

意味を知る。 

○空間内にある

平面と平面の

位置関係や交

線の意味を理

解している。 

○空間内にある

平面と直線の

位置関係を理

解している。 

○空間内にある

直線と直線の

位置関係やね

じれの位置に

あることの意

味を理解して

いる。 

 

 

空間内にある

直線と平面の

垂直，平面と

平面のつくる

角 を 理 解 す

る。 

・空間内にある直線

と平面の垂直につ

いて考える。 

・空間内にある平面

と平面のつくる角

について考える。 

・点と平面との距離，

平面と平面との距

離の意味を知る。 

○空間内にある

直線と平面の

垂直を理解し

ている。 

○空間内にある

平面と平面の

つくる角を理

解している。 

○点と平面との

距離，平面と平

面との距離の

意味を理解し

ている。 

○空間内にある

直線と平面が

垂直であるこ

とを確かめる

方法を，具体物

を用いて考え，

説明すること

ができる。 

○空間内にある

平面と平面の

つくる角の決

め方を，具体物

を用いて考え，

説明すること

ができる。 
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２ 面の動

き 

角柱や円柱，

円錐，球など

を，平面図形

の移動によっ

てできた立体

とみることが

できる。 

・面をその面と垂直

な方向に動かして

できる立体につい

て考える。 

・長方形や直角三角

形を空間で回転さ

せてできる立体に

ついて考える。 

・母線，回転体の意味

を知る。 

○母線，回転体の

意味を理解し

ている。 

○平面図形の移

動によってで

きる立体の見

取図をかくこ

とができる。 

○空間図形を直

線や平面図形

の運動によっ

て構成される

ものと捉える

ことができる。 

○空間図

形を直

線や平

面図形

の運動

によっ

て構成

される

ものと

捉えよ

うとし

て い

る。 

３ 立体の

展開図 

角柱，円柱の

展開図とその

特徴を理解す

る。 

・円柱と正三角柱の

側面にかけたひも

のようすを展開図

に表し，どちらが短

いかを考える。 

・角柱や円柱の展開

図で，側面になる長

方形の横の長さは，

底面の多角形や円

の周の長さに等し

いことを確かめ，そ

れらの長さを求め

る。 

○角柱や円柱の

展開図とその

特徴を理解し

ている。 

○角柱や円柱の

展開図で，側面

になる長方形

の横の長さを

求めることが

できる。 

○立体を展開図

に表して，面の

実際の形や長

さの関係を捉

えることがで

きる。 

○空間図

形を平

面上に

表現し

て，平

面上の

表現か

ら空間

図形の

性質を

見いだ

そうと

してい

る。 角錐，円錐の

展開図とその

特徴を理解す

る。 

・正四角錐の展開図

をかいて，その特徴

を調べる。 

・底面が正多角形の

角錐で，底面の辺の

数を増やしていく

と，その展開図はど

うなるかを考える。 

・円錐の展開図で，側

面になるおうぎ形

の弧の長さは底面

の円周に等しいこ

とを確かめ，その長

さを求める。 

○角錐の展開図

をかくことが

できる。 

○角錐や円錐の

展開図とその

特徴を理解し

ている。 

○円錐の展開図

で，側面になる

おうぎ形の弧

の長さを求め

ることができ

る。 

○底面が正多角

形の角錐で，そ

の底面の辺の

数を増やして

いくと，その展

開図は円錐の

展開図に近づ

くと捉えるこ

とができる。 

 

円錐の展開図

で，側面にな

るおうぎ形の

中 心 角 を 求

め，展開図を

かくことがで

きる。 

・円錐の展開図をか

くために，側面にな

るおうぎ形の中心

角を求める。 

・円錐の展開図をか

く。 

○円錐の展開図

で，側面になる

おうぎ形の中

心角を求める

ことができる。 

○円錐の展開図

をかくことが

できる。 

○円錐の展開図

で，側面になる

おうぎ形の中

心角を求める

方法を考え，説

明することが

できる。 
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４ 立体の

投影図 

投影図の意味

を理解し，立

体の投影図か

ら，その立体

を読み取った

り，投影図に

立体のどの部

分の実際の長

さがあらわれ

るかを考え，

説明したりす

ることができ

る。 

・正四角錐に平行な

光をあてたとき，光

に対して垂直な面

にできる影に，正四

角錐のどの部分の

形や実際の長さが

あらわれるかを考

える。 

・投影図の意味と立

体の投影図のかき

方を知る。 

・立体の投影図から，

その立体を読み取

ったり，投影図に立

体のどの部分の実

際の長さがあらわ

れるかを考えたり

する。 

○投影図の意味

と立体の投影

図のかき方を

理解している。 

○立体の投影図

から，その立体

を読み取るこ

とができる。 

○投影図に立体

のどの部分の

実際の長さが

あらわれるか

を考え，説明す

ることができ

る。 

 

基本の問題      

３ 

立
体
の
体
積
と
表
面
積 

  

階段の形の

体積を求め

てみよう 

角柱や円柱の

体積の求め方

を理解し，そ

れらを求める

こ と が で き

る。 

・階段の形をした立

体の体積の求め方

を考える。 

・算数で学習した角

柱や円柱の体積の

求め方を，底面の多

角形や円をその面

と垂直な方向に高

さの分だけ動かし

た立体とみること

と関連づけて捉え

直す。 

・角柱や円柱の体積

を求める。 

○角柱や円柱の

体積の求め方

を理解し,それ

らを求めるこ

とができる。 

 ○立体図

形の体

積や表

面積の

求め方

を考え

ようと

してい

る。 

１ 体積 
角錐や円錐の

体積の求め方

を理解し，そ

れらを求める

こ と が で き

る。 

・巻末の紙で作った模

型を用いたり実験

を行ったりして，角

錐や円錐の体積を，

底面積が等しく，高

さが等しい角柱や

円柱の体積と比べ，

それらの求め方を

考える。 

・角錐や円錐の体積

を求める。 

○角錐や円錐の

体積の求め方

を理解し，それ

らを求めるこ

とができる。 

○角錐や円錐の

体積を，底面積

が等しく，高さ

が等しい角柱

や円柱の体積

と比べ，その求

め方を考え，説

明することが

できる。 
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２ 表面積 

 

 

角柱や円柱，

円錐の表面積

の求め方を理

解し，それら

を求めること

ができる。 

・階段の形をした立

体の表面積の求め

方を考える。 

・円柱の表面積の求

め方を，展開図をも

とにして考える。 

・角柱や円柱の表面

積を求める。 

・円錐の表面積の求

め方を，展開図をも

とにして考える。 

・円錐の表面積を求

める。 

○角柱や円柱，円

錐の表面積の

求め方を理解

し，それらを求

めることがで

きる。 

○角柱や円柱，円

錐の表面積の

求め方を，展開

図をもとにし

て考え，説明す

ることができ

る。 

３ 球の体

積と表面

積 

 

球の体積や表

面積の求め方

を理解し，そ

れらを求める

こ と が で き

る。 

・実験を行うなどし

て，球の体積や表面

積を，その球がちょ

うど入る円柱の体

積や表面積と比べ，

その求め方を考え

る。 

・球の体積と表面積

を求める。 

○球の体積や表

面積の求め方

を理解し，それ

らを求めるこ

とができる。 

○球の体積や表

面積を，その球

がちょうど入

る円柱の体積

や表面積と比

べ，その求め方

を考え，説明す

ることができ

る。 

基本の問題 
 

章の問題Ａ  
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7章 データの分析と活用 （１０時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ヒストグラムや相対度数などの必

要性と意味を理解している。 

・累積度数，累積相対度数の必要性と

意味を理解している。 

・代表値や範囲の必要性と意味を理

解している。 

・コンピュータなどの情報手段を用

いるなどしてデータを表やグラフ

に整理することができる。 

・多数の観察や多数回の試行によっ

て得られる確率の必要性と意味を

理解している。 

・目的に応じてデータを収集して分

析し，そのデータの分布の傾向を

読み取り，批判的に考察し判断す

ることができる。 

・多数の観察や多数回の試行の結果

をもとにして，不確定な事象の起

こりやすさの傾向を読み取り表現

することができる。 

・ヒストグラムや相対度数の必要性

や意味を考えようとしている。 

・ヒストグラムや相対度数について

学んだことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・ヒストグラムや相対度数を活用し

た問題解決の過程を振り返って検

討したり，多面的に捉え考えよう

としたりしている。 

・多数の観察や多数回の試行によっ

て得られる確率の必要性や意味を

考えようとしている。 

・多数の観察や多数回の試行によっ

て得られる確率について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとして

いる。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

デ
ー
タ
の
整
理
と
分
析 

現在のチ

ームを分

析しよう 

10 

既習のデー

タの整理や

分析の方法

を，問題解決

に生かそう

としている。 

・現在のチームの

1500m 走の記録が，

優勝時のチームの

記録と比べて遅く

なったかどうかを

調べる方法につい

て話し合う。 

  ○既習のデータ

の整理や分析

の方法を，問

題解決に生か

そうとしてい

る。 

 

１ デー

タの分

布の見

方 

データを度

数分布表や

ヒストグラ

ムに表し，分

布の特徴を

読み取り，説

明すること

ができる。 

・現在のチームと優

勝時のチームの

1500ｍ走の記録を

度数分布表やヒス

トグラム，度数折

れ線に表し，それ

ぞれの分布の特徴

を読み取る。 

・階級の幅の異なる

複数のヒストグラ

ムを比較し，検討

する。 

○ヒストグラム

や度数折れ線

の必要性と意

味を理解し，

それらを用い

てデータを整

理することが

できる。 

○累積度数の必

要性と意味を

理解し，求め

ることができ

る。 

○度数分布表や

ヒストグラム

から，データ

の分布の特徴

を読み取り，

説明すること

ができる。 

○ヒストグラム

や相対度数の

必要性や意味

を考えようと

している。 
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相対度数の

必要性と意

味を理解し，

2 つのデータ

を相対度数

の折れ線に

表して，分布

を比較し，説

明すること

ができる。 

・現在のチームと優

勝時のチームの

1500ｍ走の記録の

相対度数を求め，

折れ線に表して，2

つの分布を比較す

る。 

・現在のチームと優

勝時のチームで，

1500m 走を 6 分未

満で走った生徒の

割合を，累積相対

度数を用いて比較

する。 

○相対度数の必

要性と意味を

理解し，求め

ることができ

る。 

○累積相対度数

の必要性と意

味を理解し，

求めることが

できる。 

○相対度数の折

れ線から，2 つ

のデータの分

布を比較し，

説明すること

ができる。 

 

２ デー

タの分

布の特

徴の表

し方 

代表値や範

囲を用いて

データの分

布の傾向を

読み取り，説

明すること

ができる。 

・現在のチームと優

勝時のチームの

1500ｍ走の記録の

代表値や範囲を求

め，それらを用い

て，現在のチーム

の記録が優勝時の

チームと比べて遅

くなったといえる

かどうかを説明す

る。 

○代表値や範囲

の必要性と意

味を理解し，

それらを求め

ることができ

る。 

○代表値や範囲

を用いてデー

タの分布の傾

向 を 読 み 取

り，説明する

こ と が で き

る。 

〇代表値や範囲

の必要性や意

味を考えよう

としている。 

基本の問

題 

 

２ 

デ
ー
タ
の
活
用 

どちらの

並び方が

よいか

な？ 

目的に応じ

てデータを

収集して分

析し，そのデ

ータの分布

の傾向を読

み取り，批判

的に考察し

判断するこ

とができる。 

・大縄跳びでは 2 列，

3 列のどちらの並

び方で跳ぶのがよ

いのかを，データ

を収集して分析

し，データの分布

の傾向を読み取り

説明する。 

○コンピュータ

などの情報手

段を用いるな

どしてデータ

を表やグラフ

に整理するこ

とができる。 

 

○目的に応じて

データを収集

して分析し，

そのデータの

分布の傾向を

読み取り，批

判的に考察し

判断すること

ができる。 

○ヒストグラム

や相対度数に

ついて学んだ

ことを生活や

学習に生かそ

う と し て い

る。 

○ヒストグラム

や相対度数を

活用した問題

解決の過程を

振り返って検

討したり，多

面的に捉え考

えようとした

りしている。 

３ 

こ
と
が
ら
の
起
こ
り
や
す

さ 

どちらを

選ぶ？ 

不確定な事

象の起こり

やすさを，そ

の事象の起

こる割合や

試行の回数

に着目して

考え，説明す

ることがで

きる。 

・ホエールウォッチ

ングで，A 社と B 社

のどちらのほうが

クジラと出会いや

すいかを，出航回

数と出会った回数

のデータを用いて

考え，説明する。 

 ○不確定な事象

の起こりやす

さを，その事

象の起こる割

合や試行の回

数に着目して

考え，説明す

ることができ

る。 

○多数の観察や

多数回の試行

によって得ら

れる確率の必

要性や意味を

考えようとし

ている。 
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１ 起こ

りやす

さの表

し方 

 

多数の観察

や多数回の

試行によっ

て得られる

確率の必要

性と意味を

理解する。 

・ペットボトルキャ

ップを投げる実験

を多数回行った結

果を表やグラフに

整理し，表向きに

なる相対度数がど

のように変化する

かを調べる。 

○多数の観察や

多数回の試行

によって得ら

れる確率の必

要性と意味を

理 解 し て い

る。 

 

 

多数の観察

や多数回の

試行の結果

をもとにし

て，不確定な

事象の起こ

りやすさの

傾向を読み

取り，説明す

ることがで

きる。 

・新入生向けに各サ

イズの上ばきを何

足仕入れておけば

よいかを，過去3年

分のデータをもと

に考え，説明する。 

 

 ○多数の観察や

多数回の試行

の結果をもと

にして，不確

定な事象の起

こりやすさの

傾向を読み取

り，説明する

こ と が で き

る。 

○多数の観察や

多数回の試行

によって得ら

れる確率につ

いて学んだこ

とを生活や学

習に生かそう

としている。 

章の問題Ａ  

＊総合演習＝１３時間 


